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１．生乳クオータ制度廃止に対する評価
　生乳クオータ制度とは、１９８４年に導入されたＥＵ
加盟国への生乳生産枠の割当制度であり、違反（超過）
した加盟国には金銭ペナルティが発生する制度である。
本制度は２０１５年３月末に廃止されたが、行政機関、
乳業者、酪農家にその影響について尋ねてみた。
　まず驚いたのは、本制度の廃止を好意的、前向きに受
け止めていた点である。本制度の廃止に当たっては、生
乳生産量の無軌道な増加による乳価の下落を危惧する意
見もあった。実際、廃止後の乳価は直近５年間で最低の
水準に沈んでいる。それにも関わらず、乳価下落とクオー
タ廃止を結びつける発言は訪問先においては皆無で、一
様に①ウクライナ問題に係るロシアの対ＥＵ禁輸措置、
②中国経済の減速による需給の緩みが乳価下落の原因と
の反応だった。その他、デンマーク食料・環境省農業漁
業庁の「ＥＵ産乳製品の国際市場の価格差が開き競争力
が劣ってきた。輸出上の足かせとなっていたクオータ廃
止はその価格差を調整するため。酪農家は多少の反対は
あったが、クオータに戻りたい者は少ない。」、デンマー
ク食料農業理事会の「デンマークの酪農家はＥＵのオー
プンマーケットな政策に好意的。」、Arla Foods の「北欧
ではクオータ制度は、規模拡大しようと思ったときに権
利の売買が必要で、高くつく。生産を自由に増やすこと
ができるようになり、歓迎している。」といった声が聞
かれた。

　今回訪問した地域は、ＥＵ内において比較的生産性が
高く競争力のある地域である。デンマークでは生乳生産
のうち３分の２が輸出に回される。上記の発言はこうし
た点を考慮する必要もある。

２．搾乳ロボット導入酪農家の現状
　ドイツのフェンゲルス牧場では、１０月の乳価は約 29
セント（約 39 円、1 ユーロ 133 円で換算、以下同様。）
／ kg でコスト（約 31 セント・約 41 円）を下回る状況
であった。因みに２０１４年は約 56 セント（約 74 円）
であり、昨年と比較すると半分程度の水準に落ち込んで
いる。しかし、フェンゲルス氏は「乳価は変動するもの」
と割り切っている。むしろ、出荷先のフリースランド・
カンピーナに対しては、乳価改定期間（短期間での変動
ではなく３ヶ月程度固定にして欲しい）や立地条件が異
なる酪農家でも同一乳価であることへの不満が漏れた。
しかし、「昔からある問題で変わるとは思っていない」と、
こちらも達観していた。なお、家族と過ごす時間を多く
取りたいとの理由から、ドイツＧＥＡファームテクノロ
ジー社の搾乳ロボットシステム「M I one」を２台６ボッ
クス導入して労働時間の削減を図っており、導入コスト
約 22.5 万ユーロ（3,000 万円）、ランニングコストは 1,200
ユーロ（15.8 万円）／月とのことであった。メンテナン
スについては、自分でできることは自分で対応し経費を
抑制しているとのこと。
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ドイツ・デンマーク現地実務研修会を終えて
　本会議は２０１５年１０月２８日から１１月７日の１１日間、第４０回酪農海外現地実務研修会をドイツ・デンマークで実施した。
生産者団体、乳業者、関係機関等から１２名が参加した今回の研修では、「クオータ制度廃止後の現状と課題」、「搾乳ロボッ
ト導入酪農家の現状」等を主なテーマに、行政機関・関係機関、酪農機械メーカー、酪農家等を訪問し意見交換を行った。詳
細は後日発行する報告書に譲り、本稿では各訪問先を通じて感じたことを纏める。

GEA社の搾乳ロボット「M I one」
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　デンマークでは搾乳ロボットを導入している３戸の酪
農家を訪問し、うち１戸はジャージー牛を飼養しオーガ
ニック牛乳を製造している乳業者に出荷していた。通常
の生乳を生産する２戸の酪農家の乳価は2.15～2.3クロー
ネ（約 39 円、1 デンマーククローネ 17.7 円で換算、以
下同様。）／ kg、生産コストは 2.4 ～ 2.6 クローネ（約 44 円）
／ kg と赤字である一方、オーガニックの酪農家では乳
価が 5.0 ～ 5.5 クローネ（約 93 円）／ kg と通常より 2
倍以上高く、生産コストも高いとはいえ黒字を確保して
いた。
　なお、訪問した３戸の酪農家では、１戸がレリー社、
２戸がデラバル社の搾乳ロボットを導入していた。レ
リー社を導入している牧場は総頭数 240 頭でロボットを
4 台導入し、労働力は経営者夫婦に従業員 1 名で経営し
ていた。ロボットは1台目が100万クローネ（約1,800万円）
で 2 台目以降が 70 万クローネ（約 1,300 万円）、ランニ
ングコストは約 1 円／ kg と乳量に応じた契約であった。
ここでも故障の殆どは自ら対応し、コスト低減に努めて
いるとのこと。
　デンマークの搾乳ロボット導入の動機は、労働コスト
の高さが影響していると見られる。実際、ある酪農家の
従業員（フルタイムで働きながら将来のために農業に関
する学校に通学している学生）の月給は25万クローネ（約
44 万円）で、さらに家賃も経営主が負担しているとのこ
とであった。こうした環境においては、搾乳ロボットを
導入するメリットは大きい。その他には「なるべく自分
だけでやりたいから」という農家もいた。

３．「酪農業」に対する考え方
　今回、ＥＵの中でも酪農の競争力がある地域を訪問し、
特にデンマークにおいて顕著に感じたことは、酪農業を
あくまでビジネスの一つと捉えている点であった。デン
マークは九州程度の面積に約 560 万人が住む小さな国で
ある。国内市場も小さいため、どうしても輸出指向型と
ならざるを得ず、国際競争に打ち勝てる分野を合理的に
取捨選択し、あまりメリットの無いことに拘泥しないこ
とが求められるのだろう。デンマークで訪問した酪農家
３戸は全て１９８０～９０年代に牧場を「購入した」と
語っていた（因みにデンマークでは親子間でも「相続」
という発想はなく「農場の売買」が基本）。彼らにとっ
て酪農は家業ではなく、自ら職業として選択・投資して
行うビジネスなのである。そこでは当然、経営者の能力
や様々な要因によって淘汰がなされていく。そうして強
い経営は持続し、淘汰されたものはまた別の職業を選択
する社会なのである。こうした考え方の国と我が国酪農
が伍していくために必要なことは何か、非常に考えさせ
られる研修であった。

LELY社の搾乳ロボット「Astronaut」

研修会参加者（Arla Foodsにて）


